
ｃ o  nｔ e  n  t  s  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

５ 

如月 

NO 331 /2025 

 

2024 

 / 2024 

 

?/2022 

 

★2 月例会案内  

 2 月 23 日(日)黄金山 

・・・・・・・・  ・・・・２ 

★啓発シリーズ：こんな事にも関わ

っています。 

・ローターアクト：山本 

・広島なぎさ中学校 

・・・・・・・・・・・・・３ 

★「視察ツアー報告」：青木・升本 

・・・・・・・・・・４・５ 

★1 月部会報告 

  クラフト：岩田 

  里山  ：佐藤・中村 

・・・・・・・・・・・・・６ 

★環研報告：佐々木 

★今月のひと枝：トウネズミモチ  

・・・・・・・・・・・・・７ 

★２月・各部会の活動予定他 

 あしがるクラブ「とんど」報告 

・・・・・・・・・・・・・８ 

「安全ゼミナール」は休みます。 

次回は⑥ナタに潜むリスク 

例 会 

 

 

倶楽部のメイン行事（原則第４日曜日） 
地域と共に活動。技術安全研修を実施。 

 

みんなで森づくり : 健康で生き生きした森を育てます。 

森を育てる技術を磨く : 森づくりを学び、日々実践・研鑽。 

森から学ぶ : 人と森との関わりを学びます。 

森の恵みを伝える : 恵みを利活用し、拡げる活動。 

『もりづくり 私にできることから』をモットーに活動 
 

もりメイト倶楽部 Hiroshima は 1997 年から活動している団体です。

広島市周辺の里山等の整備や勉強会のほか、会員の得意分野ごとに多彩

な部会を設け、幅広い活動を展開しています。 

ぜひ一緒に、美しい森を未来に残し伝えるボランティア活動に参加し

てみませんか。私たちはあなたの力を待っています！ 

広島市民賞、ひろしま県民活動県知事賞、広島ユネスコ活動奨励賞、 

全国林業普及協会会長賞など受賞歴多数。 

 

 １ 

視察ツアー「のんき工房」にて。数ある作品の中から  ～Ｐ４・５にて報告～ 

。 

声かけあって 

事故を起こさない！ 

起こさせない！ 

目指そう  

安全・安心・楽しい 

森づくり活動を！！ 

 

◆株式会社ニシナ屋珈琲 ◆ゆめみらい株式会社 

◆株式会社東和テクノロジー ◆こだまクリニック 

◆中国新聞販売店会「ちゅーピーの森」づくり 

◆公益財団法人 SOMPO環境財団 

 
《 ご支援を誠にありがとうございます。順不同・敬称略 》 

 



 

 

 

 

 

 

  

※急斜面で滑りやすいので、スパイク等ある方は準備ください。 

※ 会員外(地元除く)で参加される方は、参加費５００円受付にてお渡しください。 

救出作戦は 3 年振り。山桜に会いに行きましょう！  

 

《駐車台数が限られています(10 台)。出来るだけ乗り合わせてご参加ください。》 

◆持参物： 山の道具・飲み物・弁当・名札 

 
 

◆日  時： ２月２３日（日）9 時～少雨決行 

 
 

２月地域貢献例会  
 

※担当班のメンバー＆リーダーは 8時 30分までに楠那公民館へ集合して下さい。 

 

◆集合場所：楠那公民館 
。 

  

 

 

 

 

3 班とリーダーは 8 時半集合 

◆申込み：２月 1２日（水）までに各班長へ連絡。 

２ 

「黄金山」サクラ救出作戦  

※南区楠那町 7－10 ＜南区スポーツセンター＞奥 

 

◆会場： 黄金山南側斜面。歩いて移動します。 

 
 

※賛助会員その他参加希望の方は  

事務局へ電話かメールでご連絡下さい  

090-6419-7531 ：info@morimate-ch.com 
 

 

３年前（２０２２年４月）の集合写真。ほっとひと息、作業を終えほころぶ笑顔。  黄金山中腹には何本もの大きなヤマザクラが！（春） 

 

黄金山南側斜面には、たくさんの山桜が自生しています。中には数人で抱えるほどの大きな木もあり

ます。しかし、周囲の樹木が大きくなり山桜の樹勢がかなり衰えてきています。 

もりメイト倶楽部は 2008 年から地元の要請を受けて整備に入っており、近隣の竹害防止活動の取り

組みと併せ例会として取り組んでいます。3年ぶりのヤマザクラ、きっと我われを待っていることでしょう。 

《担当：２班》 

 

３月例会は 16 日の第 3 日曜に安佐北区狩留家
か る が

にて行います。倶楽部初の取り組みです。ご参加を！ 

１がつで行う予定です。 

 

mailto:info@morimate-ch.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 こんなことにも関わっています。 
もりメイト倶楽部 Hiroshima 発

【 森づくり啓発シリーズ 】 

 

【ローターアクト】の研修に講師として参加 

『ローターアクト』は、ロータリークラブに所属している一流企業の各社から選ばれし 30 才以下、約 30 名

の若手代表が集い、知見を広めるための勉強会を行っています。講師を依頼され、私の経歴や弊会を紹介。

「ボランティアの意味を初めて理解した」「20 代のキャリア形成、人生プランについて見直すきっかけにな

った」、「会社の中で話を共有し、今後何かでご一緒できたらなと思った」など本当に多くのお声を頂きまし

た。今後なにか交流が生まれ、森づくりの力になっていただけることを期待しています！ 山本理事長 記 

 

『広島なぎさ中学校』は、人間力の育成を教育目標の一つとして掲げています。「自ら学ぶ」「自ら創る」

姿勢を大切にし、3 年生には毎年「仕事ウォッチング」を実施し、中学生の「林業体験」の場として、もり

メイト倶楽部が受け入れて関わっています。この度も、山本理事長が『広島なぎさ中学校』に赴き事前学習

を行いました。その際、中学生からこのような事前質問を投げかけられました。 

～～さて、皆さんはどのように答えられますか？ご自分の事として考えてみて下さい～～ 

 
≪仕事ウォッチング事前質問≫ 

１：この団体を立ち上げた経緯はどのようなものでしたか？ 

  （意図）どのような経緯で貴団体を立ち上げたのか知りたいため。 

２：なぜボランティアを行っているのですか？ 

  （意図）なぜ会社などの仕事ではなくボランティアをしているのか知りたいため。 

３：森づくりをするとどのような良い事があるのですか？ 

  （意図）森づくりの意義を知りたいため。 

４：地球温暖化が森へ与える影響はどのようなものだとお考えですか？ 

  （意図）地球温暖化が進む中で森が受ける影響を知りたいため。 

５：誰のために自然保護をされているのですか？ 

  （意図）誰のために自然を守っているのか知りたいため。 

６：森の環境を保護することで、海にどのような影響を与えられますか？ 

  （意図）森と海の関係を知りたいため。 

７：貴団体の活動に参加しようと思ったきっかけは何ですか？ 

  （意図）活動に参加したきっかけを知りたいため。 

８：活動のやりがいはどんな時に感じますか？ 

  （意図）どのような時にやりがいを感じているか知りたいため。 

９：活動にはどのような想いで臨んでいるのですか？ 

  （意図）どのような想いで活動しているのか知りたいため。 

10：より良い未来、環境、社会はどのようなものだとお考えですか？ 

  （意図）貴団体の皆さんが考える、より良い未来、環境、社会はどういったものか知りたいため。 

広島なぎさ中学校「仕事ウォッチング」 
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視察ツアー  12 月１ ５日 (日 )         

三次 「有限会社一場
い ち ば

木工所」   庄原 「 のんき工房 」 へ    参加者 ： 15 名  

 

「ものづくり」の楽しさを伝えたい、伝えようと、昨年

8 月の例会は木工製作にトライし 12 月には視察ツアー

を企画、催行いたしました。視察先は、山本理事長の巧

みなネットワークを駆使して訪問先を決定！木育普及

や木材のイベントなどを手掛け数々の賞を受賞し注目

を浴びている「木のプロ」三次の『有限会社一場
い ち ば

木工所』。

さらに北上し、クラフト部会創設時に見学へ行き、大き

な感銘を受けた『のんき工房』へ。雪のチラつく寒い日

でしたが、大きな収穫を得て帰途に着きました。 
「旅のしおり」は、理事長からの依頼を受け、企画を担った佐々木
環研部会長作。ツアーの雰囲気を一気に盛り上げてくれました。 

工場内も見学、説明を受けました。 質問にも丁寧に答えて下さる一場さん。一場さんに倶楽部の紹介をする佐々木部会長(左)。 

～ 感動しっぱなしのツアー ～ 

バスでの団体移動は、途中で吹雪く雪を見たり、珍しい虹を見たり、車内で一杯 

飲んだり、まるで大人の遠足のようでとても楽しかったです。『千貫水』の場所は 

綺麗に整備されていて竹藪も石畳も風情がありました。『一場木工所』の話を聞き 

とても勉強になったと同時に、木の可能性や、山の活用の可能性がまだまだある事を感じました。『のん

き工房』は、自由な発想と感動するセンスで衝撃を受けました。木の自然な形を活かした家具や食器や

動物の置物、また丁寧に作り込まれたパズルや置物や変形する器などもあり、感動しっぱなしでした。

ツアーを企画してくださってありがとうございました。 

青木千恵子(1 班) 

 

一場木工所。全面ガラス張りのすてきなアトリエ。右はツアーバス。  代表取締役一場未帆氏が木の魅力や可能性を解説。 
 



三次に向かう途中、室町時代から愛され千貫にも代えがた

いと言われた湧き水スポット「千貫水(せんがんすい)」に

立ち寄りました。右上は、試飲の水を汲む佐々木部会長。 

 

のんき工房到着。まずは、「のんきさん」の話を伺う。 
(正面向かって左から 4 人目、山本理事長右隣り） 

工房にはたくさんの作
品が！ゆったりとくつろ
ぎながら見学させていた
だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

～自然の造形の素晴らしさを主張～   

升本早苗(3 班) 

訪問させていただいたお二方は全くジャンルが

違う。しかし、私には「一場木工所」さんの製品も、

「のん木」さんの作品も同じことを訴えてきたよう

に感じた。『ねえ、触り心地サイコーじゃない？』『こ

の形めっちゃ面白いでしょ！』 

それぞれが自然の造形の素晴らしさを主張して

くる。これは作り手がひとつひとつの素材を心から

愛おしく思い、面白がっているからこそであると思

う。すごい！ 

もりメイト倶楽部でもクラフトコーナーを各所

で開いているが、きっともっと面白いことができる

だろう。そしてそれを通じて子どもたちと森と距離

をもっと縮められたら。私たちは自然の恵みによっ

て生きている。思いを共に、皆で大切にしていきた

い。一場木工所さん、のん木工房さん、この度は貴

重な機会を下さり本当にありがとうございました。 

 

 ５ 



 

 

～１月 12日（日）場所：妙國寺里山整備作業 9:00～15:00 晴れ  参加者 12名～ 

■今月は、地元の「とんど」行事と重なり、前日に

境内の孟宗竹を切り出し準備しました。当日は、8 時

過ぎ早出の恵木さんとご住職で、「とんど」の場所ま

で 約 200 ㍍、里山整備で出た枯枝、孟宗竹を運び

込み、その後、地元の人達のやぐらの組み立てを手

伝いました。 

 他の作業として、直径 35 ㌢樹高 20 ㍍の極端に変

形したコナラと枯れ松を伐採し、薪割り作業、境内

の栗の枝の剪定と、支柱の取り付けを行ないました。 

また、当日「スクゥスクゥの森活実行委員会」が開

催されました。 

以下は毎回参加の中村さんよりの寄稿です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝晩の冷え込みが一段と厳しく、長期の正月休暇も終わり体調管理

（食べ過ぎ飲み過ぎ）に困り果てている今日この頃です。さて１月 11

日(土)は、クラフト部会を開催する予定でしたが、前日の雪で安佐南

区山本の鹿ケ谷ベースまでの坂道の凍結を懸念し中止と致しました。 

翌週の 18 日(土)は、もりメイトキッズでお世話になっている松ケ

原で開かれる地元農産物販売市場「こぶしの里」の依頼で、今年の干

支「巳」を作る指導員として佐渡さんが参加。山本の鹿ケ谷ベースは

３名が参加し分かれての活動となりました。鹿ケ谷ベースでの作業は

児童デイサービス「ゆうゆう」から依頼があったスマホスタンドの試

作品を作りました。今現在の鹿ケ谷ベースは、砂防ダム建設も終盤を

迎え、ダム建設で広げた河川を元に戻す工事が行われています。 

1 月クラフト部会   クラフト部会長 岩田 幸信    

 

 

1 月  里山部会   里山部会アシスタント 佐藤 謙治 

 

今朝は零度。日陰には雪が残っていて本堂の屋根から溶けた雪が落ちてくる。晴れたり曇ったりのお

天気だが、風はなく作業が捗る。私は、地域の方々ととんどの準備を手伝う。 

 とんどのやぐらは、３本の竹を縄で縛って骨組みを作り、その中に木や竹を入れていく。さらに外側

を竹で覆って縄で縛って完成！この辺りでは、鏡餅くらいの大きさのお餅を、竹の先に挟んでとんどの

火で焼き、ちぎって食べるそうだ。11 時 30 過ぎ頃、スクゥスクゥの森で作業中、ポンポンと竹の弾け

る音が何度も聞こえた。 

お昼は”ひなたぼっこ“をしながら、焚き火を囲こむ。佐藤さんからお餅の差し入れがあり、焚き火で

焼いていただく。私は、伐倒作業の様子を薪を割りながら横目で見ていた。枯れ木 

が倒れる時は生木と違って、チェーンソーの音も倒れた時の音もパサッと乾燥した 

音がするんだなと思った。里山部会では焚き火で焼き芋をするのが楽しみ。毎回、 

火加減が難しいので、真っ黒になったり、中まで火が通っていなかったりだが街中 

では体験出来ない楽しみのひとつである。   中村訓子 記 

 

 

 
 
 
午後からは、伐倒木の処理と次回の薪割りの準備をして解散となりました。   中村訓子 記」 

６ 

「とんど」やぐらの組み立てを手伝う。   変形したナラ枯れを伐採。ねらい通りに❣  枝を剪定し支柱を立てた栗の木。 
 
 

終盤を迎える砂防ダムの建設。あと一息。 
 
 



 

 

 

 

 

 

1 月 18 日（土曜日）  参加人数：19 名 スタッフ 10 名 

松ケ原《こぶしの里》にて木工クラフト開催；「福を重ねる巳を作ろう！」

キッズフィールドのある大竹

市松ケ原の「こぶしの里」では、

毎週土曜日、町内の方が作った野

菜や加工物を出品して産直市が

開かれています。平行してイベン

トも行っており、今回、わが倶楽

部にて「福を重ねる巳を作ろう」

と題し、竹を使った干支のクラフ

トを行い、子どもから大人までた

くさんの方に参加していただき、

賑やかな開催となりました。また

町内にある施設「おおたけ松美園」

の方も参加してくださいました。 

親子でノコを使い竹を切った

り、ヘビの画を描いたり、ヘビの

重ね方やしっぽのつけ方などそ

れぞれに工夫を重ね、個性あふれ

る作品が出来上がりました。いず

れの作品も、私も含めスタッフが

毎回刺激を与えられています。そ

して、何より子どもから大人まで

の参加者が笑顔で作品を見せて

くれる瞬間が嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境教育研究部会   部会長 佐々木 綾子 

 

それぞれ工夫を凝らし、かわいい作品が
できました。作る姿もみんな真剣です！ 

トウネズミモチ(唐鼠黐) 

＜モクセイ科：イボタノキ属＞ 

中国原産の常緑小高木。明治初期に渡来。塩害や

大気汚染に非常に強く、公園樹や緑化樹として植え

られている。実はヒヨドリなどの野鳥の大好物。種

子を散布するので庭先や林のあちこちに生え、環境

省から要注意外来生物に指定されている。葉は長さ

６～12 ㌢、全縁で対生に付き初夏に多数の白い花を

付ける。実は直径５～６㍉、黒紫色のネズミの糞
ふん

に

似ている。名前は、日本の在来種ネズミモチの仲間

で、中国の唐からきていることに由来する。ネズミ

モチより葉が大きく、日にかざすと葉脈が透けて見

える。・・・▼生垣の下で青々とした葉をのぞかせて

いたこの子は？はて？名前は？「常緑」「全縁」「対

生」のヒントにて検索。結果、トウネズミモチと判

明。▼度々訪れるヒヨドリの仕業か、緑の少ないこ

の季節には良く目立つ。横に目を移せば、花を付け

たオオイヌノフグリ。寒さの厳しいこの季節に思わ

ず、ほっこり・・。   ～湯来町 2025・１～ 

 

佐渡さんをリーダーにスタッフ打ち合わせ。  

７ 

原田 澄 

 



■日時 ：２月９日（日）9:00～15:00 

■場所 ：小川フィールド  

環境整備・萌芽保護（ペットボトル）椎茸榾
ほだ

木
ぎ

整備 

■持参品：山の道具・水筒・弁当 

■連絡先：佐藤 090-1682-6305 

satoken069@yahoo.co.jp 

＊メール希望。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～３月号の会報発送作業は下記の通り行います～ 

都合のつく方は参加よろしくお願い致します。 

■日時：２月 26 日（水）17：30～ 

■場所：袋町市民交流プラザ 3F 

 

「作りたいクラフト作品」お手伝いします！ 

アイディア募集！～参加お待ちしています～ 

■８日、15 日(各土曜)鹿ヶ谷で作業） 

■時間：9:00～15:00 

■連絡先：岩田 080-5751-3798 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラフト 
部会 

 

８ 

倶楽部には多彩な部会もあります。いろいろな活動にチャレンジしてみてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の種類 

年会費 
お申込み方法 

会費・ご寄付の振込先 

もりメイト倶楽部 Hiroshima は、「森の再生と自然保護を図る市民の森づくり活動」の先頭に立って 

森林保全の整備活動を展開しています。会員への技術研修や安全講習会などを開催する他、山で採れた 

木材を利用した木工クラフトの作成指導、青少年等に森林管理の重要性を伝えています。 

私たちの活動に共感、賛同して一緒に活動していただける方、またはご寄付を募集しています。 

 

【個人会費】： 3,000 円 

【企業会費】：50,000 円 

 

【広島銀行 白島支店】（普）３２８３３８３ 

【ゆうちょ銀行】１５１７０－１８０２９２９１ 

《口座名》：トクヒ）モリメイトクラブヒロシマ 

下記まで電話、又はメールで 

【電話】090-6419-7531 

【Email】info@morimate-ch.com  

 

 会員＆ご寄付の募集  
 

【正会員】 ：倶楽部の活動と組織運営に積極的に関わる、個人及び団体。 

【賛助会員】：倶楽部の事業を支援するために入会した個人及び団体。 

 

里 山

部会  

■日時：2月16日（日）9:00～ 

12月に引き続き、松が原フィールドのナラ枯れ伐

倒作業を行います。寒い時期ですので、汁物用意し

ます。ご飯等お昼ご飯をご用意ください。チェンソ

ーのスキルを上げたい方、ぜひご参加ください。 

※参加しめ切り：２月11日(火) 

■連絡先： 佐々木 

sasaki@morimate-ch.com 

 

 

環研  
部会 

1 月 18 日(土)、白島の白潮公園にて「京

橋川かいわいあしがるクラブ」主催、毎年

恒例の【干潟 de とんど】が催されました。

当日は、俱楽部からの助っ人も含めたくさ

んの人が集い、健康と幸福を祈りました。 

mailto:satoken069@yahoo.co.jp
mailto:sasaki@morimate-ch.com

